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本
年
度
第
１
回
社
団
法
人
東
京
陸
上
競
技
協
会

通
常
総
会
は
、
平
成
21
年
６
月
20
日
午
後
２
時
よ

り
、
東
京
都
品
川
区
大
崎
４
―

２
―
16　

立
正
大
学

１
１
５
１
教
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
（
登
録
代
表
者
）
数
３
５
７
名
中
、
２
３
８

名
（
内
、
委
任
１
３
４
名
）
の
出
席
を
も
っ
て
総
会

は
成
立
し
、議
長
団
に
は
佐
藤
三
千
雄
氏
（
練
馬
区
）

と
井
上
克
巳
氏
（
立
川
市
）
が
選
出
さ
れ
、
議
事
は

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

〈
石
原
伸
晃
衆
議
院
議
員
が
会
長
に
〉

１　

会
長
の
変
更
と

会
長
推
薦
理
事
の

追
加
選
任
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

去
る
２
月
21
日
の

予
算
総
会
の
と
き
、

小
掛
会
長
の
辞
任
を

受
け
て
後
任
会
長
に
選
ば
れ
た
大
串
啓
二
氏
が
、
辞

意
を
表
明
。
そ
の
後
任
に
石
原
伸
晃
氏
が
執
行
部
よ

り
提
案
さ
れ
、
全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
７
月
１
日
就
任
、
任
期
は
大
串
氏
の
残
任
期
間
）

　

な
お
、
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
東
京
国
体
で

の
優
勝
を
目
指
し
て
選
手
強
化
特
別
委
員
会
長
を

兼
ね
て
い
た
大
串
前
会
長
は
、
改
め
て
会
長
推
選
理

事
に
選
任
さ
れ
、
選
手
強
化
に
専
念
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

２　

新
規
加
入
ク
ラ
ブ
９
団
体
承
認

　

日
本
体
育
施
設
陸
上
競
技
部
（
５
名
、
代
表
大
前

裕
介
氏
）
ニ
ュ
ー
モ
ー
ド
Ａ
Ｃ
（
14
名
、
代
表
福
寿

孝
太
朗
氏
）
十
条
Ｓ
Ｃ
（
５
名
、代
表
大
野　

恵
氏
）

台
東
区
陸
上
競
技
協
会
（
10
名
、代
表
田
中　

忠
氏
）

Ｊ
ア
ス
リ
ー
ツ
（
15
名
、
代
表
進
藤　

忠
氏
）
東
京

ウ
イ
ン
グ
ス
（
７
名
、
代
表
倉
田　

進
氏
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｔ
＆
Ｆ
ス
マ
イ
ル
（
10
名
、代
表
沢
木
和
春
氏
）

生
涯
陸
上
街
道
（
10
名
、
代
表
小
林
祐
一
郎
氏
）

T
IM

EX
 RU

N
N

IN
G CLU

B

（
52
名
、
代
表
駒
田

博
紀
氏
）　

３　

事
業
報
告
も
承
認

　

会
員
の
増
加
が
特
記
事
項
で
あ
っ
た
。

　

正
会
員
７
、１
１
２
名
、
准
会
員
・
個
人
登
録
者

数
１
、８
８
２
名
、
計
８
、９
９
４
名
で
、
１
、

４
９
７
名
の
増
加
を
見
た
。
原
因
は
東
京
マ
ラ
ソ
ン

と
見
ら
れ
ま
す
。

〈
一
般
会
計
は
５
４
８
万
円
の
黒
字
決
算
〉

４　

会
計
報
告
も
承
認

　

野
澤
会
計
理
事
よ
り
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の

報
告
及
び
収
支
残
額
の
処
分
案
が
提
案
さ
れ
、
藤
田

監
事
よ
り
監
査
結
果
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
要
点
は
別
表
の
通
り
で
す
。

５　

登
録
会
員
の
除
名
処
分
に
つ
い
て

　

東
陸
所
属
の
陸
上
競
技
コ
ー
チ
に
つ
い
て
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
た
件
で
、
有
澤
総
務
部
長
は
、
理
事
会

の
承
認
を
得
て
、
そ
の
コ
ー
チ
を
、
定
款
第
11
条
第

１
項
に
該
当
す
る
と
し
て
除
名
処
分
に
す
る
案
を

提
案
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

６　

運
営
規
定
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

有
澤
総
務
部
長
は
、
運
営
規
定
第
６
章
第
15
条
第

６
項
中
の
「
記
録
部
」
を
、「
記
録
情
報
部
」
に
改

め
る
と
共
に
、
第
16
条
第
６
項
中
に
、「
エ
、
競
技

会
運
営
シ
ス
テ
ム
の
運
用
管
理
」
を
新
設
し
た
い
旨

提
案
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
施
行
。

平成２１年度第１回通常総会開催
＜平成２０年度事業･決算報告承認さる＞

（お願い：石原会長へのご連絡は、必ず東京陸協事務局を通していただけますようお願いします。）
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一　般　会　計　収　支
収　　入

科　　目 金額（円） 説明
基本財産運用収入 327,451 基本財産80,000,000.定期預金の受取利息

協会収入 30,623,600 団体登録料1,790,000.個人登録料18,491,200.個人登記料6,637,400.入
会金1,010,000.賛助会費2,695,000.

事業収入 38,779,600 
競技会運営収入20,094,950.競技会補助金4,283,500.競技会参加収入
6,959,870.選手育成補助金5,044,000.審判育成収入2,281,400.その他
115,880.

受託収入 24,520,062 東京マラソン18,100,000. 荒川市民マラソン4,950,000.東京国際女子
マラソン1,470,062.

補助金等収入 14,580,000 
寄付金収入 0 
雑収入 1,990,971 
繰入金収入 1,600,000 事業積立金特別会計より
収入合計① 112,421,684 
支　　出

事業費 75,477,917 

競技会運営費27,399,439.選手派遣費（共催）1,518,515.選手派遣費
（国体等）12,216,407.受託事業費17,535,167.競技力向上費9,651,449.
普及指導費613,000.審判育成費2,440,692.出版事業費467,985.栄賞費
239,880.広報情報サービス費3,255,067.女子委員会費140,316.

管理費 30,762,266 
人件費11,320,775.賃金432,300.会議費967,415.旅費交通費3,115,350.
通信運搬費1,405,999.消耗品費1,628,198.印刷製本費2,136,610.光熱
水費532,355.渉外費551,080.事務所賃貸料3,523,350.その他5,148,834.

支出合計② 106,240,183 
減価償却引当金③ 251,365 
什器備品費④ 446,940 
当期収支差額①−②③④ 5,483,196 
前期繰越収支差額 5,596,359 
次期繰越収支差額A 11,079,555 

事業積立金特別会計収支
事業積立金特別会計次期
繰越収支差額B 25,798,545 前期繰越収支差額27,312,435.-繰入金支出1,600,000.+雑収入86,110.

財政調整積立金特別会計収支
財政調整積立金特別会計
次期繰越収支差額C 29,175,249 前期繰越収支差額29,094,039.+雑収入81,210.

次期繰越収支差額合計
次期繰越収支差額
A+B+Ｃ 66,053,349 

東京陸協の基本財産
東京陸協の基本財産 80,000,000 

東京陸協の正味財産

東京陸協の正味財産 152,255,946 66,053,349.+80,000,000.+減価償却積立金3,892,903.
　+器具備品309,694.+敷金2,000,000.=152,255,946.

陸連評議員の補欠選挙の結果
故吉川　進陸連評議員の補欠選挙が、総会当日11時30分より同会場にて行われました。
当選　篠原忠造（小平市陸協）　46票
次点　加藤健二（日野市陸協）　24票
次点　福田光弘（杉並ＡＣ）　　16票
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田
中
利
雄
専
務
理
事
率
い
る
平
成
21
・
22
年
度
東
京

陸
協
新
体
制
が
第
一
回
理
事
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
会
長
石
原
伸
晃
氏
の
も
と
新
役
員
及
び
役
割
分
担

は
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

会　
　
　

長
：
石
原　

伸
晃

副　

会　

長
：
大
串　

啓
二　

内
田　
　

勇　

　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

存

専
務
理
事
：
田
中　

利
雄

陸
連
理
事
：
有
澤　

政
雄　

小
松　

邦
江

　
　
　
　
　
　

貫
井　

勝
之

陸
連
評
議
員
：
田
中　

利
雄　

内
田　
　

勇

　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

孝　

宮
岡　

芳
久

　
　
　
　
　
　

田
中　

右
一　

川
島　

康
男

　
　
　
　
　
　
（
総
会
選
出
者
を
除
く
）

都
体
協
評
議
員
：
田
中　

利
雄

専
門
部
：

総　

務　

部
：
部　

長　

有
澤　

政
雄

　
　
　
　
　
　

副
部
長　

小
松　

邦
江

部　

員 

矢
作　

和
昭　

高
知　

貞
雄

斎
藤　

文
子　

佐
藤
貴
玖
子

藤
野　

孝
一　

佐
藤　

悦
郎

大
久
保
ま
さ　

森
下　

終
身

若
林　

辰
雄　

渡
邉　
　

實

横
田　

勝
利　

戸
松　

哲
男

田
島
佐
代
子

会　

計　

部
：
部　

長　

野
澤　

恒
雄　

部　

員 

吉
川　
　

徹　

松
村　
　

隆

福
島　

雄
吉

競　

技　

部
：
部　

長　

川
島　

康
男　

　
　
　
　
　
　

副
部
長　

大
野　
　

弘

部　

員　

岡
本　

信
夫　

小
黒　

栄
信

長
谷
川　

勤　

野
末　

雅
文

西
川　

孝
夫　

中
村　

拓
也

深
井　
　

進　

茂
木　

弘
樹

渡
辺　

律
雄　

鈴
木　

弘
治

渡
井
健
太
郎　

斉
藤　

幸
雄

長
浜　

和
明　

上
村　

佳
節

高
橋　
　

整　

粟
屋　

澄
江

審　

判　

部
：
部　

長　

貫
井　

勝
之　

　
　
　
　
　
　

副
部
長　

中
野　

人
志

部　

員 

鈴
木　

一
弘　

村
田　

延
雄

曽
根　

弘
道　

鑓
水　

正
昭

古
澤　

幸
男　

田
中　

利
昭

石
井　

公
一　

古
家　

誠
一

梶
原　

克
之　

潮
田　

和
男

池
田　

演
之　

折
茂　
　

晃

平
田　

房
雄　

浜
野　

綾
子

記
録
情
報
部
：
部　

長　

石
上　

敬
久

部　

員　

関
根　

春
幸　

杉
本　

太
郎

赤
峰　

俊
彦　

芦
田　

春
幸

荒
井　

康
仁　

石
井　

智
也

宇
野　

一
茂　

岡
田　
　

晃

加
藤　

恭
位　

庄
田　

修
司

加
藤　

義
道　

小
松　
　

愛

関　
　

隆
史

　
　

強　

化　

部
：
部　

長　

馬
場　
　

孝　

　
　
　
　
　
　

副
部
長　

下
山　

良
成

部　

員 

大
村　

邦
英　

中
村　

孝
生

笠
井　
　

淳　

井
部　

誠
一

福
元　

康
貴　

千
野　

達
也

小
林　

隆
雄　

橋
口　

広
忠

征
矢　

範
子　

水
木　
　

学

倉
持　

昇
一　

呑
口　
　

健

遠
藤　

尚
孝　

鈴
木　

茂
雄

正
川　

澄
夫　

棟
方　

拓
也

普　

及　

部
：
部　

長　

田
中　

右
一

部　

員 

氏
部　

和
昭　

一
瀬　

秀
和

五
十
嵐
義
臣　

大
串　

裕
子

川
村　

文
夫　

中
野　
　

浩

水
車　
　

正　

尾
崎　

京
子

三
須　

久
子　

坪
内　

雅
男

福
澤　

真
吾　

荻
野　

悠
輔

小
野　

忠
信　

平
山　

公
紀

競
技
場
管
理
部
：
部　

長　

山
口　

賢
司　

部　

員　

福
島　

信
久　

米
岡　

利
昌

佐
々
木
元
寛　

嶋
田　
　

正

平
塚　

宜
信　

高
沼　

正
利

鈴
木　
　

明　

新
榮　

宏
茂

高
木　

良
郎　

飯
村　

光
夫

鈴
木　
　

存

広　

報　

部
：
部　

長　

井
口　

輝
男

部　

員　

高
祖　

勝
市　

根
尾　

英
子

森
中
カ
ツ
ミ　

久
保
岡
佳
正

福
満　

喜
弘　

大
内　

邦
彦

大
竹　

英
明　

井
出　

力
男

石
川　

達
夫（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）

委
員
会
：

選
挙
管
理
委
員
会
：

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

中
尾　

敬
治

部　

員　

大
谷　

久
知　

雨
宮　

二
六

勝　
　

愛
子　

佐
藤　

光
信

鈴
木　
　

明　

椛
沢　

聖
子

川
原　

英
昭　

室
井　

宏
一

　

東
京
陸
協
新
体
制
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山
迺
邉　

昭

財
務
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
： 

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

内
田　
　

勇

委　

員　

大
槻　

高
弘　

井
上　

敦
夫

井
口　

輝
男　

佐
藤
三
千
雄

赤
沼　

正
雄　

市
村　
　

眞

島
村　

雅
之　

奥　
　

裕
之

宍
戸　

正
弘　

中
島　
　

進

樋
口　

幸
好　

小
野
賀
博
夫

森
中
カ
ツ
ミ

女
子
委
員
会
：
委
員
長　

山
崎
寿
美
子

委　

員　

田
島
佐
代
子　

齊
藤　

文
子

秋
元　

玲
子　

粟
屋　

澄
江

小
田
切
恵
美　

上
中　

法
子

坂
上
さ
と
子　

佐
藤
貴
玖
子

中
島　

礼
子　

根
尾　

英
子

牧
野　

真
千　

藤
本　

正
子

三
宅
加
世
子

東
京
国
体
対
策
委
員
会
：

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

鈴
木　
　

存　

　
　
　
　
　
　
副
委
員
長　

宮
岡　

芳
久

委　

員　

有
澤　

政
雄　

川
島　

康
男

野
澤　

恒
雄　

中
野　

人
志

田
中　

右
一　

平
塚　

和
則

中
野　
　

浩　

関
根　

春
幸

山
口　

賢
司　

鈴
木　

一
弘

東
京
国
体
選
手
強
化
特
別
委
員
会
：

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

大
串　

啓
二　

　
　
　
　
　
　
副
委
員
長　

馬
場　
　

孝

委　

員　

下
山　

良
成　

笠
井　
　

淳

岡
田　

政
次　

井
部　

誠
一

大
村　

邦
英　

福
元　

康
貴

水
木　
　

学　

鈴
木　

茂
雄

特
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委
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瀬
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中
村　

哲
郎

小
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田
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二

新
規
事
業
委
員
会
：

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

内
田　
　

勇　

　
　
　
　
　
　
副
委
員
長　

小
松　

邦
江

委　

員　

大
槻　

高
弘　

佐
藤
三
千
雄

 

森
下　

終
身　

潮
田　

和
男

 

鈴
木
喜
久
男

　

新
会
長
挨
拶

会
長　

石
原
伸
晃

　

石
原
伸
晃
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

6
月
末
の
総
会
で
ご
承
認
を
頂
き
、
7
月
1
日
付
で
東

京
陸
協
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

本
年
で
創
立
74
年
目
と
な
り
ま
す
歴
史
と
伝
統
あ
る

東
京
陸
協
の
会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
に
当
た
り
、
70

周
年
記
念
誌「
飛
翔
」を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
優
秀
な
競
技
者
が
育
ち
、
東
京
か

ら
世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
９
６
４
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
１
９
９
１
年
世
界
陸
上
、
そ
の

他
多
く
の
国
際
大
会
を
見
事
に
運
営
さ
れ
ま
し
た
。
今
、

最
も
注
目
を
集
め
て
い
る
東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
競
技
運
営

を
一
手
に
引
き
受
け
、
大
成
功
を
収
め
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
日
本
の
陸
上
界
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。
東
京
陸
協
の
動
き
は
常

に
日
本
中
の
陸
上
競
技
関
係
者
が
注
目
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
東
京
国
体
ま
で
あ
と
３
年
半
。
そ
し
て

２
０
１
６
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
実
現
の
可
能
性
が

高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
東
京
陸
協
が
ひ
と
つ
に
な
り
、

さ
ら
に
は
日
本
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
元

気
で
明
る
い
社
会
が
実
現
す
る
よ
う
微
力
な
が
ら
努
力

い
た
し
ま
す
。

　

私
は
子
供
の
と
き
か
ら
ヨ
ッ
ト
に
親
し
み
、
荒
れ
た

海
で
の
厳
し
い
練
習
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
学
生
時
代
に
は
体
育
会
少
林
寺
拳
法
部
に
所
属
し
、

心
身
と
も
に
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
の
座
右
の
銘
は
小

泉
信
三
先
生
の
「
練
習
は
不
可
能
を
可
能
に
す
」
で
す
。

　

東
京
陸
協
は
「
強
い
東
京
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

選
手
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
選
手
の
み
な
さ
ん

は
自
己
の
目
標
に
向
か
っ
て
ひ
た
む
き
に
努
力
し
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
コ
ー
チ

の
皆
様
に
も
大
変
ご
苦
労
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
選

手
強
化
に
取
り
組
む
皆
様
の
お
声
に
耳
を
傾
け
、
環
境

整
備
を
す
る
こ
と
も
東
京
陸
協
の
大
き
な
役
目
で
す
。

私
は
機
会
を
見
つ
け
て
競
技
会
に
足
を
運
び
、
選
手
・

コ
ー
チ
・
競
技
役
員
の
方
々
等
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

陸
上
競
技
の
仲
間
と
し
て
東
京
陸
協
の
お
役
に
立
て

れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

東
京
陸
協
改
革
元
年
に
!!

副
会
長　

大
串
啓
二

　

東
京
陸
上
競
技
協
会
が
昭
和
10
年
（
一
九
三
五
年
）

に
創
立
さ
れ
て
、
本
年
で
七
四
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

創
立
以
来
一
貫
し
て
陸
上
競
技
の
普
及
、
発
展
に
努
め

て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
諸
先
輩
各
位
の
陸
上
競
技
に

対
す
る
情
熱
、
努
力
の
賜
物
と
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

副
会
長
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
を
無
に
す
る
こ
と

な
く
更
な
る
発
展
に
尽
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
京
は
四
年
後
の
二
〇
一
三
年
に
国
民
体
育
大
会
開

催
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
陸
協
の
す
べ
て
を
結

集
し
て
準
備
に
あ
た
り
、
四
十
六
道
府
県
の
範
た
る
競

技
運
営
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
併
せ
て
大
会
成
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功
の
カ
ギ
は
何
と
し
て
も
地
元
東
京
代
表
選
手
の
活
躍
、

総
合
優
勝
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
専
門
部
会
に
加
え
新
た
に
『
東
京
国
体
対
策
委
員

会
』
及
び
『
東
京
国
体
選
手
強
化
特
別
委
員
会
』
を
新

設
致
し
ま
し
た
。

　

近
年
ス
ポ
ー
ツ
界
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
変
き
び
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
東
京
国
体
成
功
に
向
け
て
組
織

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

近
年
の
社
会
は
急
激
に
変
化
し
て
お
り
、
そ
の
時
代
に

即
し
た
対
応
、
対
策
が
必
要
で
す
。
東
京
国
体
を
契
機

に
組
織
の
活
性
化
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

東
京
国
体
対
策
委
員
会
に
加
え
、『
財
務
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
委
員
会
』
及
び
『
新
規
事
業
委
員
会
』
を
設
置
致

し
ま
す
。

　

本
年
度
は
特
に
組
織
の
活
性
化
、
優
秀
な
人
材
の
確

保
、
財
政
基
盤
の
確
立
・
強
化
及
び
競
技
会
・
事
業
の

見
直
し
等
を
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
を
重
ね
、
更

な
る
東
京
陸
協
発
展
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
、
関
係
者
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
心
よ
り
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、
何
を
す
べ
き
か

副
会
長　

鈴
木　

存

　

古
希
を
迎
え
、
そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
時
間
を
作
ろ
う
か

な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
副
会
長
へ
推
挙
と
の
連

絡
を
受
け
、
大
い
に
戸
惑
い
を
感
じ
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
と
考
え
て
み
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に
支

え
ら
れ
て
や
っ
て
き
た
陸
上
競
技
人
生
、
そ
の
総
括
を

し
な
が
ら
皆
様
へ
の
恩
返
し
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
決
断
を
し
、
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
よ
り
充
実
し
た
東
京
陸
協
に
す
る
た
め
微
力
な
が

ら
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
東
京
陸
協
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
な
っ
て

い
る
「
強
い
東
京
」
の
真
価
を
問
わ
れ
る
東
京
国
体
が

二
〇
一
三
年
に
や
っ
て
参
り
ま
す
。
副
会
長
就
任
と
同

時
に
東
京
国
体
対
策
委
員
会
の
委
員
長
も
兼
務
す
る
よ

う
に
と
の
命
令
を
受
け
そ
の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
と
総
力
を
結
集
し

て
、
何
と
し
て
も
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
元
選
手
の
活
躍
に
よ
る
陸
上
競
技
で
の
総
合
優
勝
は

絶
対
的
な
使
命
で
す
。
強
化
委
員
長
、
部
長
を
中
心
に

対
策
の
検
討
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
大
会
運
営
で
の
一
番
の
問
題
点
と
な
っ
て
い

た
会
場
も
「
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
」
に
決
定
し
、
具
体

的
な
内
容
の
検
討
も
進
ん
で
い
ま
す
。
国
体
の
前
年
で

あ
る
二
〇
一
二
年
の
春
に
は
主
競
技
場
、
補
助
競
技
場

が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

東
京
に
は
補
助
競
技
場
の
あ
る
会
場
が
な
い
と
い
わ

れ
、
国
際
大
会
を
初
め
と
す
る
大
き
な
大
会
が
東
京
か

ら
離
れ
て
い
っ
て
い
る
現
状
を
、
こ
れ
を
機
会
に
東
京

へ
復
帰
さ
せ
る
こ
と
も
東
京
陸
協
と
し
て
今
後
の
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
し
ば
ら
く
聞
く
こ
と
の
な

か
っ
た
「
日
本
新
記
録
の
誕
生
で
す
」
と
い
っ
た
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
東
京
の
会
場
で
聞
け
る
よ
う
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

　

少
子
化
の
中
、
陸
上
競
技
離
れ
の
傾
向
に
あ
る
ジ
ュ

ニ
ア
層
の
育
成
も
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。
魅
力
の
あ
る

陸
上
競
技
へ
と
進
化
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　

戸
惑
い
を
感
じ
て
い
る
間
に
、
大
き
な
仕
事
が
次
か

ら
次
へ
と
や
っ
て
き
ま
す
。
忙
し
さ
の
中
に
自
分
が
や

る
べ
き
も
の
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
も
思
え
、
徐
々
に

意
欲
も
わ
い
て
き
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
も
一
緒
に
な
っ
て
夢
と
希
望
が
も
て
る
東

京
陸
協
に
す
る
た
め
に
会
員
の
皆
様
の
限
り
な
い
お
力

添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

専
務
理
事
と
し
て
・
・
・

専
務
理
事　

田
中
利
雄

　

本
年
二
月
二
十
一
日
総
会
後
の
新
理
事
会
で
専
務
理

事
の
重
責
を
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
教

示
を
賜
り
な
が
ら
東
京
陸
協
の
業
務
執
行
を
行
っ
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
大
変
厳
し
い
社
会
環
境
の
中
で
私
ど
も
東
京

陸
協
の
運
営
面
、
特
に
財
政
面
に
お
い
て
は
今
後
益
々

厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ
る
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
四
年
後
の
東
京
国
体
に
向
け
、
勝
つ
た
め
の
選

手
強
化
及
び
大
会
運
営
準
備
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
多
く
の
課

題
を
乗
り
越
え
て
行
く
た
め
に
も
現
環
境
を
敏
感
に
受

け
止
め
、
そ
の
変
化
に
即
応
で
き
る
新
し
い
執
行
部
体

制
で
東
京
陸
協
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
従
来
の
組
織
及
び
仕
組
み
等
の
見
直
し

を
行
い
現
状
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
改
革
を
進
め
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
期
の
活
動
に
当
た
り
一、
東
京
国
体
準
備
推

進
。
二
、
財
政
の
確
保
。
三
、
組
織
運
営
の
効
率
化
。
以

上
三
つ
の
重
点
活
動
指
針
を
策
定
し
、
ま
た
従
来
の
委
員

会
等
の
統
廃
合
を
行
い
、
新
し
く
三
役
会
・
執
行
部
会
議
・

特
別
委
員
会
の
新
設
を
行
う
と
共
に
各
専
門
部
会･

委
員

会
に
は
業
務
指
標
を
提
示
し
、
目
的･

目
標
を
明
確
に
し

た
活
動
を
お
願
い
し
、
そ
の
活
動
の
成
果
を
分
析
し
課
題

対
策
を
繰
り
返
し
行
い
な
が
ら
各
部
門
の
よ
り
良
い
向
上

を
組
織
的
に
図
って
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
い
新
執
行
部
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
東
京
陸
協
改
革
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
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す
の
で
、
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
る
六
月
二
十
日
の
本
年
度
第
一
回
総
会
で
石
原
伸

晃
氏
が
満
場
一
致
で
会
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
年
後
の
東
京
国
体
及
び
七
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

誘
致
が
成
功
し
た
場
合
、
ス
ポ
ー
ツ
の
原
点
で
あ
る
陸

上
競
技
を
管
轄
す
る
東
京
陸
協
の
役
割
は
大
変
重
要
に

な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

石
原
会
長
に
は
こ
の
よ
う
な
課
題
を
乗
り
越
え
て
行

く
た
め
に
強
力
な
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
更
な
る
東
京

陸
協
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
を
賜
り
た
く
ご
期
待
を
申

し
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
報
発
行
に
当
た
り
一
言
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

世
界
一
へ
の
縁
の
下
の
力
持
ち
を
目
指
し
て

総
務
部
長　

有
澤
政
雄

　

平
成
二
十
一・二
十
二
年
度
の
総
務
部
の
陣
容
は
部
長
の
他

に
、
副
部
長
と
し
て
、
小
松
邦
江
理
事
を
迎
え
、
部
員

十
五
名
と
、一丸
と
な
って
ス
タ
ー
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
年
の
大
き
な
柱
は
、「
仕
事
を
し
な
い
者
は
去
れ
」

で
あ
る
。
と
言
い
な
が
ら
も
、
総
務
部
は
、
担
当
し
て

い
て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
楽
し
く
厳
し
く
業
務

を
遂
行
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
の
暖
か
い
ま
な
ざ
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
、
今
年
は
東
京
国
体
開
催
に
向
け
て
具
体
的
な

項
目
を
出
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
時
期
と
な
っ
た
。
総

務
部
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、
出
来
る
こ
と

を
整
理
し
て
、
東
京
国
体
の
陸
上
競
技
は
す
ば
ら
し
い

と
い
わ
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
公
益
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
整
理
し
、
東
陸
の
進
む
べ
き
方
向
を
見
出
し
皆
さ
ん

に
提
案
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
大
き
な
問
題
の
ほ
か
に
、
総
務
部
の
通
常

業
務
と
し
て
、
年
二
回
の
通
常
総
会
の
開
催
準
備
、
理
事

会
の
資
料
準
備
、
新
規
加
入
団
体
の
申
請
の
チ
ェッ
ク
、
大

会
に
お
け
る
会
員
向
け
の
物
品
販
売
、
庶
務
係
業
務
等
多

岐
に
渡
っ
て
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
更
に
、
他
の
専

門
部
と
、
よ
り
強
い
連
携
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

部
と
し
て
大
き
な
業
務
で
あ
る
第
１
回
定
時
総
会（
６

月
20
日
開
催
）
を
、
部
員
全
員
で
準
備
か
ら
当
日
の
作

業
ま
で
を
こ
な
し
、
そ
の
後
の
出
欠
の
集
計
、
議
事
録

の
作
成
等
の
後
日
処
理
と
、
息
つ
く
暇
も
な
く
部
活
動

は
続
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
会
計
部
事
業
目
標

会
計
部
長　

野
澤
恒
雄

1
．
財
政
の
健
全
化

　
　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
収
入
増
へ
向
け
て
の
財

政
基
盤
の
強
化
と
、
支
出
の
全
面
的
な
削
減
を
図
り
、

少
な
い
予
算
で
の
事
業
効
率
を
図
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

2
．
競
技
会
収
支
の
改
善

　

競
技
会
の
収
支
状
況
を
改
善
し
、
効
率
的
な
大
会

運
営
を
図
り
、
収
支
の
改
善
を
図
る
。

3
．
公
益
法
人
制
度
改
革
に
関
す
る
移
行
手
続
き
準
備

の
推
進

　

①
新
々
会
計
基
準
に
よ
る
経
理
処
理
の
早
期
実
施

　

②
新
し
い
公
益
法
人
移
行
手
続
き
準
備
作
業
の
推
進

　

競
技
部
と
し
て
・
・
・

競
技
部
長　

川
島
康
男

　

長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
、（
社
）
東
京
陸
上
競
技
協

会
の
競
技
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。精
一
杯
頑
張
っ

て
行
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
都
内
の
競
技
会
及
び
マ
ラ
ソ
ン
・
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
等
の
開
催
が
増
加
し
、
毎
週
土
・
日
曜
日
は
都
内
の

ど
こ
か
で
大
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
全

国
で
も
一
番
多
い
陸
協
か
と
思
い
ま
す
。
年
間
を
通
し

て
、
こ
れ
だ
け
の
多
く
の
競
技
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
と
、
競
技
場
の
確
保
も
難
し
く
な
り
、
年
間
の
競
技

日
程
も
な
る
べ
く
重
な
ら
な
い
よ
う
に
調
整
す
る
必
要

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
大
会
を
開
催
す
る
に

は
、
要
項
の
作
成
か
ら
入
り
ま
す
。
申
し
込
み
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
編
成
、
競
技
場
と
の
打
合
せ
、
そ
の
他
開
催
ま

で
に
は
、
多
く
の
時
間
を
費
や
し
ま
す
。
都
内
各
地
域

の
方
々
は
、
こ
の
よ
う
な
作
業
を
進
行
し
、
大
会
準
備

に
当
た
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
競

技
部
が
参
考
に
さ
せ
て
頂
く
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
節
は
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
競
技
部
は
地
域
の
方
々
の
お
知
恵
を

拝
借
し
な
が
ら
、
ま
た
、
他
の
専
門
部
の
方
々
と
も
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
競
技
会
運
営
が
出
来
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
来
た
る
東
京
国
体
に
向
か
っ
て
も
、
各
会
員
の
方
々

か
ら
も
多
く
の
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
着
々
と
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
競
技
部
は
各
競
技
会･

大
会
開
催

に
向
け
て
、
非
常
に
幅
広
い
分
野
で
仕
事
を
行
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
の
ご
助
言
や
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

頑
張
っ
て
行
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

審
判
部
の
活
動
に
つ
い
て

審
判
部
長　

貫
井
勝
之

　

田
中
利
雄
専
務
理
事
か
ら
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
２
年

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
２
０
１
３
年
に
国
体
が
東
京
で
開
催
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さ
れ
ま
す
。
審
判
活
動
を
含
め
、
競
技
運
営
に
つ
い
て

本
格
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
ま

し
た
。
会
場
は
調
布
市
の
「
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
」
に

決
ま
り
、ス
タ
ン
ド
は
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
が
ト
ラ
ッ

ク
、
サ
ブ
ト
ラ
ッ
ク
と
も
に
ま
だ
工
事
が
始
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。工
事
の
関
係
で「
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
」を
使
っ

て
の
事
前
の
競
技
会
が
い
つ
か
ら
始
め
ら
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
遅
く
と
も
２
０
１
３
年
の
東
京
選
手
権
、

日
本
選
手
権
は
「
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
」
を
使
っ
て
実

施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
京
陸
協
と
し
て
、

２
０
１
３
年
の
日
本
選
手
権
開
催
申
請
を
早
急
に
陸
連

へ
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
体
で
は
審
判
員
が
約
５
０
０
名
必
要
と
な
り
、
期

間
が
５
日
間
と
い
う
こ
と
で
審
判
員
の
確
保
が
大
変
重

要
な
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
の
東
京
陸
協
の
審
判

員
の
状
況
は
次
表
の
通
り
で
す
。
し
た
が
っ
て
国
体
に

向
け
て
の
課
題
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
期
は
こ
の
課
題
解
決
に
重
点
を
置
き
、
国
体
に
向
け

て
の
地
盤
作
り
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１　

若
い
人
達
の
審
判
員
養
成

　

２　

審
判
長
、
主
任
ク
ラ
ス
の
養
成

　

３　

新
し
い
シ
ス
テ
ム
（
情
報
処
理
、
イ
ベ
ン
ト
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
）
の
確
立

　

こ
の
ほ
か
に
も
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
審
判
部
だ
け

で
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
の
競
技

会
で
の
国
体
を
意
識
し
た
審
判
員
行
動
［
競
技
者
に
接

す
る
態
度
、競
技
者
・
観
客
に
対
し
て
の
情
報
提
供
（
記

録
表
示
の
仕
方
）
等]

、
各
ク
ラ
ブ
で
若
い
人
達
へ
の
審

判
員
資
格
取
得
の
声
か
け
等
、
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要

で
す
。
国
体
成
功
の
た
め
に
全
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

審
判
講
習
会
（
２
０
０
９
年
）
受
講
者
の
年
齢

部　
　

署

人　

数

平　

均

標
準
偏
差

１
記
録
員
（
番
組
編
成
員
）

５
３

５
９
・
８

１
４
・
３

２
情
報
処
理
員

３
６

４
９
・
９

１
１
・
８

３
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

３
８

４
９
・
８

１
３
・
４

４
表
彰
係

１
１

６
０
・
０

１
９
・
９

５
表
彰
状
係
（
筆
耕
）

１
２

６
３
・
８

１
２
・
３

６
電
光
掲
示
係

１
２

５
７
・
１

１
２
・
９

７
場
内
司
令

４
１

６
６
・
５

１
０
・
７

８
医
務
員
（
医
師･

看
護
師
）
１
０

５
８
・
０

１
２
・
１

９
競
技
者
係

１
２
４

５
９
・
７

１
３
・
３

10
役
員
係

２
８

６
５
・
２

１
２
・
７

11
報
道
係

１
３

６
３
・
８
　

８
・
７

12
公
式
計
測
員
＋
用
器
具
係

９
２

６
７
・
０

１
２
・
１

13
風
力
計
測
員

４
２

５
８
・
３

１
２
・
７

14
決
勝
審
判
員

７
２

６
１
・
１

１
０
・
８

15
計
時
員

７
８

６
４
・
４
　

９
・
９

16
写
真
判
定
員

５
０

５
１
・
１

１
２
・
６

17
周
回
記
録
員

４
３

６
２
・
７
　

９
・
４

18
ス
タ
ー
タ
ー

６
７

５
１
・
８

１
５
・
６

19
出
発
係

１
１
４

５
８
・
７

１
１
・
５

20
監
察
員

２
３
７

６
６
・
７
　

８
・
９

21
競
歩
審
判
員

７

４
３
・
３

２
０
・
５

22
跳
躍
審
判
員

１
５
５

５
８
・
１

１
４
・
４

23
投
て
き
審
判
員

９
３

６
０
・
０

１
３
・
３

24
無
記
入

２
４

５
２
・
９

１
５
・
２

25
全　

体

１
４
５
２

６
０
・
０

１
３
・
２

　

Ｉ
Ｔ
か
ら
、
そ
の
先
の
夢
へ　
　
　

記
録
情
報
部
長　

石
上
敬
久

　

私
の
選
挙
で
の
公
約
「
組
織
の
構
築
」
と
は
、
全
然

異
な
る
仕
事
の
割
り
振
り
に
、
大
変
、
戸
惑
っ
て
お
り

ま
す
が
、
全
く
白
紙
の
状
態
か
ら
、
記
録
情
報
部
と
し

て
東
京
陸
協
の
為
に
、
最
良
の
仕
事
は
、
如
何
に
す
べ

き
か
を
見
極
め
た
い
。

　

東
京
陸
協
で
は
５
年
前
に
「
Ｉ
Ｔ
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
陸
上
競
技
に
お
け
る
、
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
を
推

進
し
て
参
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
、
競
技
会
に
於
き
ま

し
て
、認
知
さ
れ
「
記
録
」
の
正
確
か
つ
、迅
速
な
発
表
、

管
理
等
軌
道
に
乗
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
期
か
ら
は

Ｉ
Ｔ
委
員
会
を
解
消
し
記
録
部
に
統
合
し
「
記
録
情
報

部
」
と
し
て
更
な
る
展
開
を
目
指
す
事
と
成
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
完
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

改
善
・
改
良
を
加
え
、
誰
も
が
理
解
で
き
、
取
り
扱
い

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
、
各
種
競
技
会

に
貸
し
出
し
で
き
る
様
な
も
の
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
従
来
、
記
録
部
の
仕
事
は
、

競
技
会
の
記
録
の
集
計
、
保
存
等
、
守
り
の
部
分
が
多

か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
攻
め
の
姿
勢
へ
の
転
換
を

積
極
的
に
推
進
し
て
行
く
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

私
の
仕
事
と
し
て
は
、
部
員
の
仕
事
が
や
り
易
い
場

を
作
り
、
風
通
し
の
良
い
自
由
闊
達
な
意
見
の
交
換
が

出
来
、
情
報
を
全
員
が
共
通
の
も
の
と
し
て
認
識
す
る

組
織
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
記
録
情
報
部

全
員
で
、　

陸
上
競
技
会
に
於
け
る
、Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
が
、

ど
の
分
野
で
、
何
処
ま
で
出
来
る
の
か
、
可
能
性
に
挑

戦
し
て
行
き
た
い
。

　

何
分
と
も
一
年
生
で
あ
り
、
私
と
し
て
は
、
暗
中
模

索
の
段
階
で
す
が
、
部
員
の
大
半
の
方
が
引
き
続
き
部

員
と
し
て
活
動
し
ま
す
、
私
も
勉
強
し
な
が
ら
活
動
を

展
開
し
て
行
く
所
存
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
お
気
付
き
の
事
が
在
れ
ば
、
ど
ん
ど

ん
ご
意
見
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
、
と
同
時
に
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

強
化
部
年
間
事
業
計
画

強
化
部
長　

馬
場　

孝

平
成
21
年
度
強
化
部
目
標

　

東
京
国
体
に
向
け
て
の
７
カ
年
計
画
に
基
づ
き
、
新

潟
国
民
体
育
大
会
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
目
標
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を
設
定
し
た
。
東
京
都
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
方
面
か

ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
、
プ
ラ
ン
は
前
進

し
て
い
る
も
の
の
、
20
年
度
大
分
国
民
体
育
大
会
に
お

い
て
は
、
充
分
な
成
績
を
あ
げ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

国
体
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
を
図
り
、
あ
ら
た

め
て
指
導
体
制
を
見
直
し
、
企
画
及
び
指
導
育
成
強
化

を
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
駅
伝
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
一
定
の
成
果
が

で
て
い
る
も
の
の
、
ジ
ュ
ニ
ア
層
の
育
成
は
急
務
で
あ

る
。
ジ
ュ
ニ
ア
層
（
小
・
中
）
か
ら
実
業
団
ま
で
の
連

携
を
図
り
、
さ
ら
に
強
化
育
成
を
し
て
い
き
た
い
。

イ
・
具
体
的
目
標

　

①
ト
キ
め
き
新
潟
国
民
体
育
大
会

　
　

天
島
杯　

4
位
入
賞

　
　

皇
后
杯　

4
位
入
賞

　

②
駅
伝
競
走
大
会

　
　

東
日
本
女
子
駅
伝　
　

優
勝

　
　

都
道
府
県
女
子
駅
伝　

8
位
入
賞

　
　

都
道
府
県
男
子
駅
伝　

8
位
入
賞

　

③
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト

　
　

・
日
本
そ
し
て
世
界
で
活
躍
で
き
る
、
将
来
性
の

あ
る
、
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
の
発
掘
、
育
成
。

ロ
・
事
業
予
定

　

①
国
体
強
化
計
画

　
　

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
に
向
け
て
の
強
化
事
業

　
　

○
国
体
選
考
会
（
東
京
選
手
権
・
東
陸
記
録
会
・

国
体
選
考
会
の
3
試
合
で
選
手
選
出
）

　
　

〇
国
体
練
習
会
（
8
〜
9
月
）

　
　

〇
国
体
強
化
合
宿

　
　
　

8
月　

第
1
次
合
宿
（
強
化
練
習
）

　
　
　

9
月　

第
2
次
合
宿

　
　
　
　
　
　
（
強
化
練
習
・
国
体
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

　
　

○
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
派
遣
（
新
潟
・
ビ
ッ
グ
ス

ワ
ン
）

　

②
国
体
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

会
長
直
轄
の
特
別
季
員
会
と
し
て
、
本
年
度
ス
タ

ー
ト

　
　

○
定
期
総
会
を
め
ど
に
ス
タ
ッ
フ
構
成
や
事
業
の

具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
実
施
運
営
し
て

い
く
。

　

③
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
事
業

　
　

主
と
し
て
、
中
・
高
校
生
の
強
化
事
業
、
練
習
会

や
そ
の
ま
と
め
と
し
て
の
合
宿
を
通
じ
て
、
幅
広

い
選
手
層
の
強
化
と
育
成
を
は
か
る
。

　
　

〇
東
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
練
習
会
（
通
年
・
駅
伝

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
小
学
生
練
習
会
と
事
業
連
携
）

　
　

〇
東
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
合
宿

　
　
　

中
学
生　

12
月
（
①
関
東
選
抜
合
宿
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
東
京
都
選
抜
合
宿
実
地
）

　

3
月
（
①
東
京
都
小
中
学
生
強
化
合

宿
・
普
及
部
と
連
携
）

　
　
　

高
校
生　

12
月
（
①
ブ
ロ
ッ
ク
別
強
化
合
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
関
東
選
抜
合
宿
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　

3
月
（
①
東
京
都
強
化
合
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
全
国
選
抜
合
宿
派
遣
）

　

④
東
京
都
に
よ
る
国
体
強
化
事
業

　
　

東
京
都
を
中
心
と
し
て
、
東
京
都
文
化
ス
ポ
ー
ツ

事
業
団
や
東
京
都
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
高
体
連

や
中
体
連
・
小
学
生
対
象
に
実
施
さ
れ
る
事
業
の

サ
ポ
ー
ト

　
　

〇
高
体
連
特
別
強
化
事
業

　
　

〇
中
体
連
強
化
特
別
事
業

　
　

〇
東
京
都
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団　

選
手
強
化
事

業
（
高
枚
生
20
名
前
後
）

　
　
　

・
医
科
学
サ
ポ
ー
ト
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

サ
ポ
ー
ト
・
大
学
と
の
連
携
・
派
遣
事
業
等

　
　

〇
国
体
特
別
事
業
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
・
中
学
生
）

強
化
選
手
の
選
抜
と
練
習

　

⑤
駅
伝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

三
大
駅
伝
で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
、
実
業
団
を

初
め
と
し
て
、
大
学
・
高
校
・
中
学
生
の
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
を
年
度
計
画
に
基
づ
き
、
強
化
し
て

い
く
。

　
　

〇
強
化
練
習
会
（
通
年　

月
1
回
、
中
・
高
校
の

練
習
会
と
連
携
）

　
　

○
強
化
合
宿
（
8
月　

12
月
）

　
　

○
東
日
本
・
全
国
駅
伝
選
考
事
業
（
9
月
・
10
月
）

　
　

○
東
日
本
女
子
駅
伝
派
遣
（
福
島
）
11
月

　
　

○
都
道
府
県
女
子
駅
伝
競
走
大
会
派
遣
（
京
都
）

1
月

　
　

○
都
道
府
県
女
子
駅
伝
競
走
大
会
派
遣
（
広
島
）

1
月

　

普
及
部
と
し
て
・
・
・

普
及
部
長　

田
中
右
一

　

普
及
部
の
活
性
化
及
び
活
動
実
績
の
向
上
を
目
指
し

て
、
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
推
進
し
て
い
く
方

針
で
す
。

①
底
辺
の
拡
大

　

２
０
０
９
年
東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
応
募
者
は
、
26
万
人

を
越
え
、
一
般
市
民
ラ
ン
ナ
ー
は
増
加
の
一
途
で
あ
る

が
、
残
念
な
が
ら
小
学
生
、
中
学
生
の
陸
上
競
技
人
口

は
増
加
せ
ず
低
迷
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。サ
ッ
カ
ー

や
野
球
の
よ
う
に
、
多
数
の
小
中
学
生
を
集
め
る
た
め

に
は
、
陸
上
競
技
の
楽
し
さ
や
魅
力
を
伝
え
る
ク
ラ
ブ

作
り
、
指
導
等
を
充
実
さ
せ
る
事
に
よ
り
、
１
人
で
も

多
く
の
陸
上
競
技
フ
ァ
ン
を
作
り
た
い
。

②
指
導
者
の
育
成

　

小
中
学
生
に
対
し
て
魅
力
あ
る
陸
上
競
技
を
伝
達
、

指
導
を
目
標
に
、
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｆ
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
陸
連
主
催
の
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
指
導
者
中
央

研
修
会
へ
の
参
加
及
び
日
体
協
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

（
陸
上
競
技
指
導
員
）
研
修
会
の
開
催
等
を
骨
子
と
し
て
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育
成
す
る
。

③
強
化
部
と
の
連
携

　

２
０
１
３
年
東
京
国
体
へ
向
け
て
、
強
い
東
京
を
目

標
に
従
来
の
慣
習
に
捕
ら
わ
れ
ず
強
化
部
と
の
連
携
を

密
に
し
て
、
優
秀
な
選
手
の
発
掘
と
強
化
育
成
を
推
進

す
る
。
本
年
度
か
ら
は
全
国
小
学
生
陸
上
交
流
大
会
参

加
選
手
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
、
国
体
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

採
用
し
、
将
来
を
担
う
選
手
に
「
東
京
の
代
表
と
し
て

国
体
に
出
場
し
た
い
」
と
の
夢
を
与
え
る
事
に
よ
り
、

子
供
達
の
心
に
東
京
代
表
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
て

も
ら
う
予
定
で
す
。

　

競
技
場
管
理
部
と
し
て
・
・
・

競
技
場
管
理
部
長　

山
口
賢
司

　

こ
の
度
、
競
技
場
管
理
部
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
、

山
口
賢
司
で
す
。

　

陸
上
競
技
の
ル
ー
ル
の
原
点
と
も
言
う
べ
き
、
競
技

場
・
競
走
路
等
に
関
す
る
役
職
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
、

気
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

さ
て
現
在
、
東
京
都
内
に
お
け
る
陸
上
競
技
関
連
の

施
設
設
備
は
決
し
て
満
足
の
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
口
に
対
す
る
総
数
や
、
公
認
２
種
以
上
の
競
技

場
の
充
実
度
な
ど
、
他
の
道
府
県
に
見
習
う
べ
き
点
が

多
々
あ
り
ま
す
。
昨
今
の
財
政
状
況
か
ら
、
新
た
な
施

設
を
数
多
く
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
望
め
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
少
な
く
と
も
４
年
後
に
控
え
た
東
京
国
体
開
催

を
機
に
、
メ
イ
ン
会
場
関
連
の
整
備
や
、
現
存
す
る
施

設
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
国
体

メ
イ
ン
会
場
の
早
期
完
成
や
、
競
技
会
開
催
が
可
能
な

補
助
競
技
場
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
、
我
々
が
願
っ
て

い
る
、
陸
上
競
技
の
競
技
力
向
上
・
陸
上
競
技
の
発
展

に
つ
な
が
る
近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

　

首
都
東
京
の
行
政
と
東
京
陸
協
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、

日
本
一
の
陸
上
競
技
タ
ウ
ン
作
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、

陸
上
競
技
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
ス
ポ
ー
ツ
界
全
体
を

盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

喜
ば
れ
る
広
報
活
動
を
！

広
報
部
長　

井
口
輝
男

　

私
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
文
を
作
っ
た
り
、
計
算

な
ど
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル

は
や
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、大
部
分
の
人
は
や
っ

て
い
る
よ
う
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
問
い
合
わ
せ
や
申
込

も
記
録
の
検
索
も
、
ま
ず
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
そ
の
次
に
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

よ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
田
中
利
雄
専
務
に
“
お
ま
え
は
広
報
を

や
れ
”
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、二
つ
返
事
で
“
よ
っ

し
ゃ
ー
”
と
言
い
ま
し
た
。

仲
間
も
や
る
気
い
っ
ぱ
い
で
、
エ
イ
ブ
ル
な
方
ば
っ
か

り
で
す
。

　

私
は
、
次
の
よ
う
な
提
案
を
し
ま
し
た
。

　
「
広
報
誌
の
発
行
回
数
を
減
ら
し
、
配
布
部
数
も
代
表

委
員
数
＋
希
望
数
？
と
す
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
化
し
、
広
報
誌
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
大

き
く
カ
バ
ー
す
る
。
経
費
節
減
に
繋
げ
る
。」

　

全
員
が
賛
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

東
京
陸
協
の
全
会
員
に
喜
ば
れ
る
広
報
活
動
を
し
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

財
務
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
と
し
て
・
・
・

委
員
長　

内
田　

勇

　

平
成
21
年
度
役
員
の
改
選
に
伴
い
、
東
京
陸
協
の
新
規

事
業
と
し
て
、
２
つ
の
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
委

員
会
は
、
財
源
の
確
保
と
経
費
の
節
約
を
テ
ー
マ
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
現
在
、
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
企
業

か
ら
の
協
賛
金
の
確
保
が
困
難
な
状
況
で
す
。

　

委
員
会
総
力
を
挙
げ
て
、
下
記
事
項
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

東
京
陸
協
の
活
性
化
・
魅
力
創
り
の
提
案

１
、
陸
上
競
技
者
に
と
っ
て
の
魅
力

　
　
　

大
会
情
報
・
大
会
結
果
の
更
新
・
レ
ー
ス
そ
の

も
の
の
魅
力
・
利
便
性
の
あ
る
登
録
シ
ス
テ
ム

２
、一
般
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
の
魅
力

　
　

登
録
す
る
こ
と
の
魅
力
・
楽
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

３
、
ス
ポ
ン
サ
ー
に
と
っ
て
の
魅
力

　
　
　

協
賛
大
会
そ
の
も
の
の
魅
力
・
協
賛
メ
リ
ッ
ト

の
構
築
・
登
録
者
数
・
大
会
参
加
者
数
と
い
う

「
数
」
の
魅
力

で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

　

主
催
・
主
管
大
会
の
見
直
し
・
登
録
す
る
メ
リ
ッ

ト
の
検
討
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

　

メ
ル
マ
ガ
で
の
各
種
情
報
発
信
（
大
会
情
報
・
ス

ポ
ン
サ
ー
情
報
）

ス
ポ
ン
サ
ー
メ
リ
ッ
ト
の
研
究
と
営
業

　

協
賛
価
値
の
あ
る
大
会
を
作
る
・
露
出
機
会
の
研

究
（
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
各
種
サ

ン
プ
リ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
広
告
）

　

協
賛
企
画
書
の
作
成
・
東
陸
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ

ン
サ
ー
の
営
業

登
録
シ
ス
テ
ム
と
ラ
ン
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
提
案

　

登
記
登
録
シ
ス
テ
ム
の
機
械
化
・
ラ
ン
ネ
ッ
ト
大
会

エ
ン
ト
リ
ー
と
の
連
携
シ
ス
テ
ム

　

東
京
陸
協
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
発
想
の
転
換
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
委
員
会
か
ら
活
性
化
に
つ

い
て
理
事
会
に
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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東京陸協　競技会開催予定
日程 曜日 大  会  名 競技場

1 ８/14 ～ 16 金・土・日 第44回全国高等学校定時制通信制陸上競技大会 国立競技場

2 ８/15・16 土・日 第64回国民体育大会東京都代表選手選考会 駒沢

3 ９月６日 日 都民生涯スポーツ大会「陸上競技」 駒沢

4 ９/11 ～ 13 金・土・日 東京2009　アジアユースパラゲームス 国立競技場

5 ９/12・13 土・日 第21回東京ジュニア陸上競技 夢の島

6 ９月27日 土 シニア健康マラソン 戸田橋競技場

7 10月４日 日 2009　グリーンリボンランニングフェスティバル 国立競技場

8 10月４日 日 第49回東京女子陸上競技会 駒沢

9 10月10日 土 平成21年度　第２回東陸競技会 駒沢

10 10月10日 土 第３回東京キッズチャンピオン大会 夢の島

11 10月18日 日 東京10KMハロウィンラン　2009 国立競技場

12 11月３日 火 東京都　高等学校駅伝競走大会 戸田橋競技場

13 11月15日 日 東京アスレティックカーニバル 国立競技場

14 11月 調整中 盲人ロードレース 国立競技場

15 11月29日 調整中 東陸競技会（駅伝予選） 駒沢

16 12月20日 日 東京都小学生駅伝ロードレース 戸田橋競技場

17 １月１日 金 第58回元旦競歩大会 神宮外苑

18 ２月21日 日 第44回青梅マラソン 青梅公認コース

19 ２月28日 日 2010東京マラソン 都内公認コース

20 ３月14日 日 第63回都民体育大会（駅伝競走） 戸田橋競技場

21 ３月21日 日 第13回東京荒川市民マラソン 荒川河川敷

※事情により、変更される場合があります。
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ク　ラ　ブ　紹　介
　

当
ク
ラ
ブ
（
ポ
ポ
ロ
Ａ
Ｃ
）
は
１
９
７
３
年
に

走
り
好
き
の
仲
間
が
集
い
結
成
さ
れ
、
創
立
35
年

を
超
え
ま
し
た
。
ポ
ポ
ロ
は
イ
タ
リ
ア
語
で

「
人
々
」と
い
う
意
味
で
す
。
ラ
ン
ナ
ー
の
た
め
の
、

ラ
ン
ナ
ー
が
育
て
上
げ
た
ク
ラ
ブ
で
す
。
現
在
は
、

90
余
名
（
う
ち
陸
連
登
録
者
32
名
）
の
方
が
入
部

し
て
い
ま
す
。
20
歳
代
か
ら
70
歳
代
ま
で
の
初
級
者

（
週
１
回
程
度
は
走
っ
て
い
る
方
）
か
ら
短
中
長
距

離
陸
上
競
技
経
験
者
（
５
０
０
０
ｍ
15
分
、
16
分
程

度
）、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
サ
ブ
ス
リ
ー
ラ
ン
ナ
ー
ま
で

様
々
な
人
が
自
分
の
目
標
（
ト
ラ
ッ
ク
、ロ
ー
ド
レ
ー

ス
や
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
等
）
に
向
か
っ
て
楽
し
み
な
が

ら
走
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
練
習
会
は
、
毎
週
火
曜
日
の
19
時
か
ら
渋

谷
区
の
代
々
木
公
園
内
に
あ
る
織
田
フ
ィ
ー
ル
ド
に
て
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
陸
上
競
技
場
は
、
シ
ャ
ワ
ー
付
の
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム

（
無
料
）
が
完
備
さ
れ
て
い
る
の
で
会
社
帰
り
で
も
便
利
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
走
力
に
合
わ
せ
て
Ａ
か
ら
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
、

春
・
夏
・
秋
期
は
主
に
イ
ン
タ
ー
バ
ル
走
、
冬
期
は
主
に
ペ
ー
ス

走
・
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
走
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
毎
に

刺
激
し
合
い
な
が
ら
走
力
を
高
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
月
１

回
の
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
や
講
師
を
お
願
い
し
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
教

室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
行
事
と
し
て
は
、ク
ラ
ブ
推
奨
レ
ー
ス
（
駅

伝
大
会
、
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
、
ハ
ー
フ
、
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
）
と
ク
ラ
ブ
推
奨
行
事
（
新
年
会
、
春
の

ミ
ニ
合
宿
、
ク
ラ
ブ
総
会
、
記
録
会
、
夏
合
宿
、

忘
年
会
）を
決
め
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
総
会
で
は
、

練
習
会
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
討
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
総
会
の
後
に
は
記
録
会
、
交
流
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
推
奨
レ
ー
ス
で
は
、
青
梅

マ
ラ
ソ
ン
、
熊
谷
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
、
春
季
陸

上
大
会
、
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

運
営
組
織
と
し
て
は
、
運
営
委
員
会
を
組

織
し
て
い
ま
す
。
練
習
部
、
編
集
部
、
事
務

局
等
の
作
業
を
分
担
し
て
、
み
ん
な
で
協
力

し
な
が
ら
運
営
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
委
員
会

及
び
各
部
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
検
討
内
容
は
、
運

営
全
般
、
練
習
内
容
、
行
事
企
画
な
ど
に
つ
い
て
で
す
。
編
集
部

で
は
月
１
回
、
機
関
誌
「
あ
す
な
ろ
う
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
ク
ラ
ブ
員
か
ら
の
投
稿
を
中
心
に
レ
ー
ス
報
告
、
練
習

会
の
報
告
（
練
習
会
の
ま
と
め
と
参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
）、
ク
ラ

ブ
員
の
連
載
物
な
ど
多
彩
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、「
ポ
ポ
ロ
Ａ
Ｃ
」

と
検
索
し
て
、
興
味
の
あ
る
方
は
訪
問
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
新

規
会
員
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ポ
ロ
Ａ
Ｃ
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ク　ラ　ブ　紹　介
　

今
年
度
か
ら
東
京
陸
協
に
所
属
い
た
し
ま
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

ア
イ
陸
上
競
技
部
で
す
。
我
が
チ
ー
ム
は
、
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
タ
ー
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
が

２
０
０
８
年
10
月
に
統
合
し
て
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
ア
イ
」
が
誕
生

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
４
社
の
熱
い
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
集

ま
っ
て
結
成
し
た
、
ま
だ
創
立
し
て
間
も
な
い
新
し
い
チ
ー
ム
で

す
。
メ
ン
バ
ー
は
20
代
〜
30
代
の
若
手
社
員
で
職
務
内
容
が
多
種

多
様
の
た
め
、
一
緒
に
練
習
で
き
る
機
会
が
少
な
い
の
で
す
が
、

夢
を
共
有
で
き
る
仲
間
と
出
会
い
、
強
い
愛
社
精
神
を

絆
に
し
て
一
か
ら
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
る
苦
労
と
喜
び

を
実
感
し
な
が
ら
、
希
望
を
胸
に
一
丸
と
な
っ
て
陸
上

競
技
に
情
熱
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
日
々
の
仕
事
を
こ
な
し
な
が
ら
、
月

１
〜
２
回
の
練
習
会
を
行
い
、
年
２
回
の
合
宿
を
行
っ

て
い
ま
す
。
主
な
活
動
拠
点
は
ト
ラ
ッ
ク
で
、
お
互

い
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
交
え
つ
つ
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ス

ピ
ー
ド
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
内
近
郊

の
運
動
公
園
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
や
ロ
ー
ド
で
の

Ｌ
Ｓ
Ｄ
な
ど
を
基
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
課
題
を
明
確

に
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
合
宿
で
は
、
朝
・

昼
・
夕
の
三
部
練
習
を
組
み
立
て
て
、
伊
豆
の
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
や
海
岸
の
砂
浜
を
利
用
し
て
走

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
練
習
会
で
も
合
宿
で
も
、
ひ
と
り

で
は
で
き
な
い
よ
う
な
刺
激
的
で
密
度
の
濃
い
練
習
を
中
心
に
、

励
ま
し
あ
い
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
記
録
会
を
は
じ
め
、
様
々
な
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
駅

伝
へ
の
出
場
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
今
春
の
競
技
会
で

１
５
０
０
ｍ
４
分
12
秒
５
や
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ
9
分
54
秒
28
と
い

う
実
績
を
上
げ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
が
、
陸
上
競
技
の
未

経
験
者
も
含
め
て
、
全
員
が
切
磋
琢
磨
し
つ
つ
得
意
種
目
で
次
の

段
階
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
目
標
は
、
常
に
自
己

記
録
更
新
を
目
指
す
こ
と
、
そ
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
ア
イ
と
い

う
社
名
と
と
も
に
福
岡
国
際
や
横
浜
国
際
女
子
と
い
っ
た
国
際
的

な
マ
ラ
ソ
ン
の
レ
ー
ス
に
出
場
し
て
、
自
分

た
ち
の
足
で
我
が
チ
ー
ム
と
我
が
社
の
歴
史

を
一
歩
ず
つ
築
い
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

気
合
い
十
分
な
が
ら
チ
ー
ム
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
は
ま
だ
制
作
中
な
の
で
す
が
、
今

後
の
大
会
で
、
全
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

て
決
め
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
ア
イ
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
で
走
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま

す
。
仕
事
で
は
日
々
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
と
向
き

あ
う
超
イ
ン
ド
ア
派
で
す
が
、
練
習･

大
会
で

は
ガ
ッ
ツ
あ
ふ
れ
る
ア
ス
リ
ー
ト
に
変
身
し
て

力
走
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
ア
イ

陸
上
競
技
部
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小
黒　

栄
信
（
千
代
田
）

保
谷　
　

準
（
西
東
京
市
）

篠
原　

忠
造
（
小
平
市
）

井
上　

敦
夫
（
東
京
消
防
庁
）

マ
ッ
ト
株
式
会
社

嶋
村　

芳
子
（
日
体
ク
）

佐
藤　

三
千
雄
（
練
馬
Ａ
Ｃ
）

伊
藤　

陽
三
（
明
大
紫
交
）

松
井　

達
也
（
狛
江
市
）

横
山　
　

弘
（
江
東
区
）

安
蒜　

弘
尚
（
墨
田
区
）

内
田　
　

勇
（
西
東
京
市
）

田
中　

右
一
（
八
王
子
市
）

下
山　

良
成
（
八
王
子
Ａ
Ｃ
）

宮
本　

守
隆
（
墨
東
走
友
）

川
島　

康
男
（
新
宿
区
）

鈴
木　

喜
久
男
（
練
馬
Ａ
Ｃ
）

窪
塚　

哲
朗
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

石
井　

キ
ヨ
子
（
渋
谷
区
）

長
田　
　

孳
（
練
馬
Ａ
Ｃ
）

寺
脇　
　

登
（
目
黒
区
）

荒
川　
　

寛
（
有
楽
陸
友
）

清
水　

高
宏
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

市
村　
　

眞
（
江
戸
川
区
）

菊
川　

喜
久
男
（
杉
並
Ａ
Ｃ
）

櫻
井　

助
治
（
東
村
山
市
）

板
倉　
　

武
（
小
平
市
）

宮
川　

喜
一
（
昭
島
市
）

齋
籐　

文
子
（
渋
谷
区
）

花
圓　

澄
明
（
練
馬
区
）

堀
江　

靜
男
（
世
田
谷
区
）

高
嶋　
　

晥
（
多
摩
川
ク
）

小
野
瀬　

正
博
（
渋
谷
区
）

村
田　

延
雄
（
警
視
庁
ク
）

久
保
岡　

佳
正
（
豊
島
区
）

阿
部　

寿
幸
（
有
楽
陸
友
）

三
橋　

敏
武
（
文
京
区
）

桑
名　

令
子

大
倉　

政
保
（
大
田
区
）

小
松　

邦
江
（
東
京
茗
友
ク
）

佐
藤　

良
男
（
東
京
茗
友
ク
）

近
藤　

鶴
義
（
東
村
山
市
）

大
嶽　

秀
行
（
葛
飾
区
）

堀
口　

利
夫

岡
村　

定
夫
（
豊
島
区
）

桑
原　

則
夫

井
出　

力
男
（
警
視
庁
ク
）

酒
井　

義
典
（
多
摩
川
ク
）

井
筒　

千
秋
（
千
代
田
区
）

柳
沢　

忠
俊
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

神
戸　

秀
二
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

若
林　

秀
雄
（
豊
島
区
）

浅
沼　

健
二
（
江
東
区
）

石
上　

敬
久
（
Ｍ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
）

福
島　

雄
吉
（
千
代
田
陸
上
ク
）

篠
原　

庸
雄
（
練
馬
Ａ
Ｃ
）

今
治　

英
而

増
岡　

秀
一

小
島　

壽
一
郎

青
地　

清
助
（
江
東
区
）

飯
野　

秋
治

野
宮　

孝
志
（
三
鷹
市
）

北
島　

正
市
（
国
立
市
）

野
㟢　

光
雄

野
崎　

忠
信
（
東
学
大
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

来
栖　
　

章
（
東
学
大
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

貫
井　

勝
之
（
板
橋
区
）

豐
泉　

和
男
（
板
橋
区
）

栗
山　

勝
男
（
江
東
区
）

矢
作　

和
昭
（
葛
飾
区
）

瀬
戸
口　

正
雄
（
葛
飾
区
）

鶴
田　

克
巳
（
練
馬
区
）

渡
辺　
　

實
（
Ｍ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
）

澁
谷　

光
二

吉
本　

延
男

石
田　
　

汎
（
西
東
京
市
）

村
岡　

忠
明
（
日
大
桜
門
陸
友
）

中
田　

安
彦
（
警
視
庁
ク
）

藤
橋　

多
一
郎

星
野　

敦
志

野
村　

武
弘
（
武
蔵
村
山
市
）

田
代　

清
久

吉
川　

節
郎
（
日
航
Ｒ
Ｃ
）

千
葉　

洋
助
（
あ
き
る
野
市
）

瀬
戸　

和
美
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

田
中　

正
治
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

山
口　

一
男
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

赤
沼　

正
雄
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

浅
見　

邦
一
（
昭
島
市
）

田
中　

利
雄
（
立
川
市
）

梶
原　
　

玲

秋
山　

英
雄

杉
並
区
陸
上
競
技
協
会

千
葉　

三
郎
（
豊
島
区
）

平
沼　

晃
城

柴
田　
　

薫
（
北
区
）

井
上　

有
美
（
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
）

深
井　
　

進
（
江
戸
川
区
）

大
平　

俊
和

鈴
木　

寛
子

栗
田　

浩
三

浜
松　

ヨ
シ
江

大
久
保　

進
二

折
野　

栄
子

矢
ケ
崎　

金
造
（
三
鷹
市
）

市
川　

力
男
（
武
蔵
野
市
）

中
村　

直
司
（
新
宿
区
）

中
島　

純
子

中
島　

祐
二

千
葉　

一
雄

唐
崎　

英
明

鈴
木　
　

存
（
八
王
子
Ａ
Ｃ
）

鈴
木　

亀
太
郎
（
立
川
市
）

淺
野　

光
男
（
三
鷹
市
）

太
田　

一
司

赤
木　

理
二

滑　
　

年
雄

松
田　

幹
男

田
所　

秀
雄

大
野　

利
雄

墨
東
走
友
会

染
谷　

秀
雄
（
西
東
京
市
）

皆
越　

安
之
（
北
区
）

飯
田　

光
信

　

平
成
21
年
度
賛
助
会
員
一
覧　
　

御
協
力
有
難
う
御
座
い
ま
す
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去る４月25日亡くなら

れました。ここに、生前

の功績をしのび謹んでご

冥福をお祈り申しあげま

す。
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平
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平
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宣
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子

高
田　

光
雄

右
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祥
子

石
井　

孝
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野　
　

崇
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德
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勝
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（
小
金
井
市
）

斉
藤　

紀
彦

岩
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一
寿

平
成
21
年
6
月
30
日
現
在

・
新
広
報
部
の
処
女
作
と
な
り
ま

し
た
。
発
行
し
た
後
途
端
に
、

ど
の
よ
う
な
批
判
が
出
る
か
、

心
配
に
な
り
ま
し
た
。

・
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
が
表
と
裏
に
あ

り
ま
し
た
の
で
、
表
だ
け
に
し

て
、
サ
イ
ズ
は
変
え
ま
せ
ん
で

し
た
。（
Ａ
4
の
ま
ま
）

・
発
行
部
数
は
２
０
０
０
部
と

し
、
各
ク
ラ
ブ
に
１
部
プ
ラ
ス

登
録
代
表
者
数
分
を
ク
ラ
ブ
宛

送
付
し
、
残
り
は
事
務
局
に
置

い
て
希
望
者
に
配
布
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

・
本
誌
の
記
事
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
、
全
て
の
会
員

に
ご
覧
頂
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。

・
ご
意
見
を
頂
戴
致
し
、
改
善
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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